

































On the Problem of Mother Language Intervention during the Process of 
Chinese Learning Japanese
－ A Comparison Analysis from Structural Aspects －
Rongfen…SONG
……In…the… learning…process…of… foreign… language,… the… learners…are…always… influenced…by…their…
mother… language,… the…negative…side…of…which… is…called…“intervention”.…This…paper…sheds…



































































































































































































































































































































































中国語漢字 「民 [min]」… ⇔… 「明 [ming]」
日本音読み 「ミン [min]」… ⇔… 「ミョウ [miyou]」
中国語漢字 「門 [men]」… ⇔… 「盟 [meng]」
日本音読み 「モン [mon]」… ⇔… 「メイ [mei]」
中国語漢字 「印 [yin]」… ⇔… 「英 [ying]」
日本音読み 「イン [in]」… ⇔… 「エイ [ei…]」
中国語漢字 「晩 [wan]」… ⇔… 「望 [wang]」
日本音読み 「バン [ban]」… ⇔… 「ボウ [bou]」
中国語漢字 「炎 /yan/」… ⇔… 「陽 /yang/」
日本音読み 「エン /en/」… ⇔… 「ヨウ /you/」
中国語漢字 「銭 /qian/」… ⇔… 「強 /qiang/」
日本音読み 「セン /sen/」… ⇔… 「キョウ /kyou/」
中国語漢字 「栓 /shuan/」… ⇔… 「双 /shuang/」










年」（ライネン /rainen/）を /lainian/ に、「論
文」（ロンブン /ronbon/）を /lunbun/ に、「運
動」の（ウンドウ /undoː/）を /yundou/ に
読んでしまうこと等である。
終わりに
　以上音声学的な側面と音韻論的な側面か
ら、中日両言語の音声構造の比較考察を通
し、中国語話者が日本語を勉強する際に音声
面でよく遭遇する問題を分析した。特に母語
からのマイナス的影響を捉えた。中国語話者
の学習者が日本語の生成過程における誤用の
理解、把握及び指導にささやかな役を果たす
ことが私の願いである。
注１）服部四郎『音声学』岩波書店1984p143
注２）『基礎から学ぶ音声学』鹿島央 p87）
注３）『よく分かる音声』松崎　寛等　アル
クｐ25）
注４）『基礎から学ぶ音声学』鹿島央ｐ26）
注５）同上ｐ28）　
注６）広辞苑　
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